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令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 

 

１.事業活動方針 

 

介護保険制度が始まって以来、初めて介護職員が減少となったこと、また、訪問介護

事業所の倒産件数が、過去最多を更新するなど、介護業界を取り巻く環境は厳しさを増

しています。 

こうした中、本公社の令和７年度予算は、市川市からの受託事業である「あんしん電

話受信センター事業」の終了に伴う事業収入の減少や物価高騰による運営コストの増加

等に伴い厳しい状況にあり、今後ともなお一層の経営努力が必要であります。 

このため、7年度では、人材不足への対応と職員の定着化を図るため、これまでにも

増して研修事業等の拡充や採用活動を強化するとともに、業務の効率化による生産性の

向上を図るためＩＣＴ化を推し進め、さらには、収益の改善等を図り、経営の健全化に

取組んでまいります。 

 

 

重点課題 

（１）人材の確保及び定着 

   パートヘルパーの確保対策では、新たな資格者を採用に繋げるため「介護職員初

任者研修事業」の拡大をはじめ、地域の潜在的有資格者を発掘するため「ペーパー

ヘルパーチャレンジ講座」を拡充するとともに、様々な媒体や機会を通じて、求人

広告を行うなど、採用活動を強化してまいります。   

また、職員やパートヘルパーの高年齢化への対応では、次世代を担う若年層の採

用に取組んでまいります。さらに、現有職員の定着化を図るため、福利厚生の充実

を図ります。 

 

（２）ＩＣＴの取組み 

   パートヘルパーに貸与しているスマートフォンをさらに活用するため、公式ツー

ルを設定し、スムーズな業務運営を図ります。また、職員の勤怠管理に係るシステ

ムを新たに導入し、事務負担の軽減に努め、業務に注力できる環境を図ってまいり

ます。 

 

（３）健全な経営の取組み 

   持続可能な運営を行うには、安定した財源の確保が重要であります。このため、

着実な利用者の確保や報酬加算の取組みなど、自主財源の拡充を図るとともに、国

等に係る助成金の活用等についても積極的に取組んでまいります。  

また、7年度予算が厳しい状況にあることを踏まえ、可能な限り６年度予算を活

用し、７年度に購入する物品について前倒しで購入するなど、６年度予算と連携を

図っております。 

  



２．事業計画 

 

（１）訪問介護事業 

①西部ヘルパーステーション 

地域の利用者自身が望む生活を送れる様、依頼に対して迅速に対応し、専門職

としての観察力や対応力、提案力を発揮し、居宅介護支援事業所との連携を密に

図っていくことで信頼される事業所を目指します。また、巡回ステーションとも

連携を強化し、依頼に対して柔軟に対応していくことで、新規利用者の獲得に繋

げていきます。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     ６４７,１９６単位    １３０件 

令和６年度見込      ６５７,２８６単位    １３０件 

 

②南部ヘルパーステーション 

居宅介護支援事業所からの依頼に迅速に対応し、利用者や家族が安心して地域

で生活できるよう、専門職としての対応力と提案力を持ち、信頼される事業所を

目指します。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     ３８９,７３９単位     ６７件 

令和６年度見込      ３８０,３５１単位     ６６件 

 

③北部ヘルパーステーション（本体・東サテライト） 

利用者が安心して在宅生活を継続できるよう、関係機関と密に連携をとりなが

ら、利用者や家族に寄り添ったサービスを提供できるよう努めます。また、2 分

化したことによるメリットを生かし、西部・巡回ヘルパーステーションとの連携

を強化して迅速な対応を心がけることで、信頼され、地域から選ばれる事業所を

目指します。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     ５８０,６６６単位   １２９件 

（本体）    ３４８,４００単位    ７７件 

（東サテライト）２３２,２６６単位    ５２件 

 

令和 6年度見込      ５５２,９９２単位   １２０件 

（本体）    ３３０,３３１単位    ８３件 

（東サテライト R6.8～R7.3） 

２２２,６６１単位    ３７件 

 

  



（２）居宅介護・同行援護事業 

①西部ヘルパーステーション 

利用者の持つ障害特性をアセスメントや相談支援専門員を通じて把握、理解し、

利用者が地域で安心して生活を送る事ができるよう、相談支援事業所と連携を

図り、信頼される事業所を目指します。巡回ステーションとの連携を密に行い、

依頼に対して柔軟に対応することで、新規利用者の獲得に繋げていきます。 

指標         報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     ５０８,２５４単位    ６７件 

令和６年度見込      ４９７,４５９単位     ７０件 

 

②南部ヘルパーステーション 

個々の障がいの特性を理解し、相談支援事業所等と連携を図りながら、自立し

た在宅生活や就労が継続できるよう共に考え、支援していきます。 

指標         報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値      ２９１,２３８単位     ５７件 

・居宅介護         ２４８,７５０単位      ５１件 

・同行援護          ４２,４８８単位       ６件 

令和６年度見込      ２８６,３６１単位     ５６件 

・居宅介護        ２４３,８７３単位     ５０件 

・同行援護         ４２,４８８単位           ６件 

 

③北部ヘルパーステーション（本体・東サテライト） 

利用者が自宅で生活が継続できるよう、利用者や家族に寄り添った自立支援に

資するサービスを提供します。相談支援事業所と連携を図りながら、西部・巡回

ヘルパーステーションと連携をとり、充足したサービス提供を目指します。同行

援護につきましても同様に、利用者のニーズに合わせたサービスを提供できる

よう努めます。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和 7年度目標値      ３９８,６８７単位   ６６件 

・居宅介護（本体）    ２２９,６４４単位   ３７件 

（東サテライト）１５３,０９６単位   ２５件 

・同行援護（本体）      ９,５６８単位    ２件 

（東サテライト）  ６,３７９単位    ２件 

 

令和 6年度見込       ３７５,５６９単位   ５７件 

・居宅介護（本体）    ２１６,３２８単位   ３３件 

（東サテライト R6.8～R7.3） 

１４４,２１９単位   ２０件 

・同行援護（本体）      ９,０１４単位    ２件 

（東サテライト R6.8～R7.3） 

６,００９単位    ２件  



（３）介護予防訪問型サービス（総合事業）  

  ①西部ヘルパーステーション 

利用者の個性、残存機能を専門職として理解し、住み慣れた地域で生活が送れ

る様、居宅介護支援事業所や高齢者サポートセンターと連携を図り支援してい

くことで、信頼される事業所を目指します。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値       ４８,１３０単位    ３０件 

令和６年度見込        ４６,５１０単位    ２７件 

 

 ②南部ヘルパーステーション 

利用者が自身の持つ能力を充分に発揮し、住み慣れた地域でいきいきと自立

した生活が送れるよう支援します。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値       ４４,３７５単位     ２５件 

令和６年度見込        ４３,１１２単位     ２２件 

 

 ③北部ヘルパーステーション 

利用者が自立した在宅生活を継続できるよう、高齢者サポートセンターや居

宅介護支援事業所と連携を図りながら、適切なサービスを提供できるよう努め

ます。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和 7年度目標値      ７２,４３１単位    ４５件 

（本体）     ４３,４５９単位    ２７件 

（東サテライト） ２８,９７２単位    １８件 

 

令和 6年度見込       ５９,８５２単位    ３５件 

（本体）     ３６,４４２単位    ２１件 

（東サテライト R6.8～R7.3）  

２３,４１０単位    １４件 

 

 

  



（４）夜間対応型訪問介護事業 

市内の夜の安心をサポートしている唯一の事業所として、２４時間安心して

その人らしい在宅生活が継続できるよう、定時及び緊急時の訪問や連絡、相談を

受け対応します。特に日中の緊急訪問は、西部ヘルパーステーションと連携を図

り、利用者のニーズに迅速に応えられるよう努めます。  

巡回ヘルパーステーションの人員配置により、限られた人員で効率的な支援を

組むことができるよう、他係とも連携して対応してまいります。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     ２７３,３２８単位      ９５件 

令和６年度見込     ２５７,６２４単位       ９０件 

 

（５）定期巡回・随時対応型訪問介護看護(連携型)事業 

２４時間安心してその人らしい在宅生活が継続できるよう、定時及び緊急時

の訪問や連絡、相談を受け対応します。夜間対応型訪問介護同様、日中の緊急訪

問は、西部ヘルパーステーションと連携を図り、利用者のニーズに迅速に応えら

れるよう努めます。 

    巡回ヘルパーステーションの人員配置により、限られた人員で効率的な支援を 

   組むことができるよう、他係とも連携して対応してまいります。 

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値     １９２,１２５単位       ６件 

令和６年度見込     １８７,６４３単位        ６件 

 

（６）居宅介護支援事業 

主任介護支援専門員を中心に、専門職チームとして社内及び関係機関との連

携体制を維持していくことで、質の向上及びＩＣＴ活用と専門性の業務分担に

より実績増に繋げ、経営の安定化を目指します。  

                     

指標    報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値   ２５５,０９６単位   １５７件 

令和６年度見込     ２６７,６７３単位   １６７件 

 

（７）介護予防支援・介護予防ケアマネジメント事業  

要支援の認定を受けた方々に対して、高齢者サポートセンターとの協議連携

を図りながら、生活支援・介護予防・社会参加から自立支援につながるケアマネ

ジメントを行います。 

指標          報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値        ４,２２０単位      １０件 

令和６年度見込         ８,８４０単位      １９件 

  



（８）要介護認定調査事業 

本公社に係る利用の有無に関わらず、要介護認定調査を継続的に行うことで、

限られた時間内で対象者の持つ、様々な側面を的確にアセスメントする技術を

高めていきます。 

指標        市川市内       他市町村（月単位） 

令和７年度目標値        ８件          １件 

令和６年度見込         ８件         １件 

 

（９）計画相談支援事業 

住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、日常生活全般に関して抱えて

いる課題を整理し、利用者及び家族と共に必要な支援を受けられるようプラン

を作成します。 

指標         報酬単位     利用者件数（月単位） 

令和７年度目標値      １１０,９３６単位    ５６件 

令和６年度見込       １２６,７８４単位   ６４件 

 

（10）障害児相談支援事業 

児童が地域の中で健やかに成長できるよう、抱えている課題を整理し、利用者

及び家族と共に将来を見据え、必要な支援を受けられるプランを作成します。 

指標         報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値      １２,６９６単位      ６件 

令和６年度見込        １６,９２８単位     ８件 

 

（11）養育支援訪問事業（受託事業） 

市川市より委託を受け、養育者の体調不良等により育児や家事を行うことが困

難な時にヘルパーが訪問し、安心した育児生活ができるよう支援します。 

指標         利用時間     利用者件数 （月単位） 

令和７年度目標値       １２０時間        ２件 

令和６年度見込          １２０時間       ２件 

 

  



（12）介護サポートサービス事業 

ニーズや地域資源の状況を精査しながら、制度を補完するサービスとして、利

用者の生活の困りごとを支援し、喜ばれる事業を目指します。 

 
（ふくふく）                      

指標            活動時間     利用者件数  

令和７年度目標値        ３,９４５分      ３０件 

令和６年度見込         ３,９４５分     ３０件 

 

    （いきいき-制度相当）                      

指標            活動時間      利用回数  

令和７年度目標値           ３００分      ２回 

令和６年度見込           １８０分      １回 

 

    （いきいき-非該当）                      

指標            活動時間      利用回数  

令和７年度目標値           ２４０分      ４回 

令和６年度見込            ０分      ０回 

 

（りんりん）                      

指標                        利用者件数  

令和７年度目標値                        １件 

令和６年度見込                      １件 

 

 

（13）地域包括支援事業 高齢者サポートセンター八幡（委託事業） 

①地域包括支援センター運営事業  

地域に根付いた総合窓口として高齢者等が、「自分らしい暮らし」を営めるよ

う市川市や警察署・保健所・社協などの関係機関や、医療機関・薬局・地域の事

業所・自治会や民生委員等と連携して、変化に対応した必要な援助をしていきま

す。 

また、権利擁護イベントや家族介護教室・介護者相互の交流会等で成年後見制

度や介護方法の周知に努めます。地域からの依頼を受けて依頼講座も開催し、地

域と共生しながら生活支援・介護予防・社会参加の支援体制作りを実施すること

で、地域包括ケアシステムの実現を目指していきます。 

担当地区 ： 八幡・南八幡 

  



②介護予防支援・介護予防ケアマネジメント事業  

（指定介護予防支援事業・介護予防・日常生活支援総合事業） 

委託先の居宅介護支援事業所との連携を図りながら、要支援 1.2 や事業対象

者認定を受け、介護予防・生活支援サービス事業の利用を希望する担当地区高齢

者に対し、訪問型及び通所型サービス、基準緩和型通所サービスや福祉用具貸与

（事業対象者は除く）などを利用して、介護予防や社会参加・生活機能の維持向

上を目指したケアマネジメントを行います。 

指標         報酬単位     利用者件数 （月単位） 

令和 7年度目標値       ８４,７７０単位   １８５件 

直営： ２５,６５２単位     ５６件 

委託： ５９,１１８単位   １２９件 

 

令和６年度見込       ７５,２１６単位   １６８件 

直営： ２０,１９０単位    ４５件 

委託： ５５,０２６単位   １２３件 

 

③認知症地域支援推進員・生活支援コーディネーター 

市及び関係機関と効率よく連携を図りながら、同事業を実施する高齢者サポー

トセンターと協力し、地域のボランティア団体等の認知症カフェの後方支援や、

社会的理解を深められる普及啓発活動を行います。地域の特性を生かしながら、

認知症の悪化防止のための支援を実施します。生活支援コーディネーターは市及

び関係機関との連携を図りながら、市主催の会議参加や地域ケア会議の運営に携

わり、地域の資源作り支援を実施します。なお、令和６年度より認知症地域支援

推進員と生活支援コーディネーターは兼務となりました。 

 

(14) 介護職員初任者研修事業 （旧：２級ヘルパー養成研修事業） 

訪問介護員の不足は国の重点課題にもなっており、福祉公社においても年々深

刻な問題となっていることから、訪問介護員の人材確保のため、今年度は平日夜

間コースを含め年２回実施します。 

指標              受講者数 

令和７年度目標値          ２０名 

令和６年度実績            ９名 

 

（15） ペーパーヘルパーチャレンジ講座 

人材不足解消策として、潜在する介護資格保有者の掘り起こしを目的とし、開

催地域と開催日を設定、現場で使用している福祉用具を用いて、受講生の希望に

柔軟に対応できる受講内容と参加しやすい体制で実施します。 

指標              開催回数 

令和７年度目標値           年５回 

令和６年度実績            年２回 

  



（16）介護に関する入門的研修事業（受託事業） 

市川市より委託を受け、介護未経験者に対し、介護に関する基本的な知識や技

術を学んでもらい、介護分野への就労等のきっかけ作りを支援します。  

 

指標              開催回数 

令和７年度目標値            年３回 

令和６年度実績             年３回 

 

 


